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 燃料電池自動車「ＭＩＲＡＩ」を導入！ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）では、トヨタ自動車の新型燃料電池自動車(ＦＣＶ)    

「ＭＩＲＡＩ」を導入しましたのでお知らせいたします。 

当行では、環境保全活動の一環として、一部営業用車両に電気自動車やプラグインハイブ

リッド車などの環境配慮型車両を使用しております。 

今般、水素を燃料とし、走行時に二酸化炭素を排出しないことから究極のエコカーと呼ば

れている「ＭＩＲＡＩ」を新たに導入し、本部営業用車両として使用いたします。 

当行は、平成２０年３月に制定した「環境方針」のもと、「ＣＯ２排出量ゼロ」を可能にし

た環境配慮型店舗「東長岡支店」をはじめとする環境にやさしい店舗づくりや森林保全活動

など、環境に配慮した取り組みを進めております。今後も、環境問題を経営の重要課題とし

て認識し、全役職員が積極的に環境保全に取り組んでまいります。 

記 

１．導入する車両 

新型燃料電池自動車「ＭＩＲＡＩ」（トヨタ自動車） 

 水素を燃料とし、燃料電池に水素と空気中の酸素を取り込み、化学反応により

電気を作り出して動力にする。走行時に地球温暖化の原因となる二酸化炭素を排

出しないことから「究極のエコカー」と呼ばれている。 

２．使用目的 

本部の営業用車両 

＜ご参考＞ 

【当行の環境配慮型車両導入状況】 

・燃料電池自動車（１台）※今回導入 

・電気自動車（５台） 

・プラグインハイブリッド車（１台） 

・天然ガス燃料トラック（４台） 等 
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